
（毛・鈴）ははぁ、お見それい
たしましたー!!
（ゆ）ということで、12月３日
から９日までは障がい者週間。
障がいのある方の活動や取組を
通して、障がい理解を深めても
らうための週間よ。
（毛・鈴）皆さまよろしくお願
いします！！
（ゆ）さて、２人とも来年も楽
しく話していきましょ！
（毛・鈴）そうですね～！今年
もお世話になりました！来年も
よろしくお願いします！引き続
き掲載内容を募集しているので、
こちらもよろしくお願いします。

【障がい者週間始まります】
（ゆ）ところで、もう暮れね～。
（鈴）そうですね～。
（毛）暮れといえば、障がい者
週間ですね。
（ゆ）私を甘く見てるわね!!11
月号の19ページにばっちり障
がい者週間の情報が載っていた
ことは周知の事実!!さらには今
月号の28ページに障がい者雇
用の特集ページが組まれている
のも知っているわ!!障がい者週
間に合わせて、全国各地で様々
なイベントが開催されて、みん
な楽しみにしているという情報
も届いているわ!!

【新生活スタート！でも…】
（ゆ）でもワクワクで新しい生
活を始めても、不安もあるで
しょ？妖精界から人間界にきた
ときには毎日不安で、心が折れ
そうだったわ。
（鈴）そうだよね。地域定着支
援は、生活をしている中で、不
安な事、心配な事があった際に、
時間に関係なくいつでも相談を
する事が出来るサービスなんだ。
（ゆ）画期的なサービス！まる
で相談のコンビニエンスストア
ね！それがあれば安心ね。私も
お願いしようかしら。
（毛）サービスとしては、ある
んだけど、まだまだ事業所が足
りない現状もありまして。
（ゆ）それじゃあ、利用できな
いじゃない。どうにかならない
の？
（鈴）そうだね。僕らも、どう
すれば、このサービスをもっと
活用してもらえるのか考えるよ。
サービス提供の体制が整えば生
活の幅が広がる可能性があるな
ら、そこは頑張らないとね。
（ゆ）地域に住む方たちが安心
した生活を送るためにも、がん
ばってほしいわ。

なっても、長年生活をしていた
環境から新しい環境に移るとい
うのは、意外と大変。環境が変
わる事での不安が出てきてしま
うんだよね。世の中の状況も大
きく変わってしまったりしてい
て混乱する人も少なくないんだ。
（ゆ）まるで、浦島太郎状態ね。
きっと、それは物凄く不安だと
思うわ。
（鈴）でしょ？だからこそ、こ
のサービスを活用して、心配な
事を１つずつ解消していきなが
ら、希望する生活に向かって準
備していくのが、地域移行支援
なんだ。
（ゆ）ほほぅ、なるほど。

“地域に移って”“地域に定着”す
る事を目的としたサービスって
事になるかな。
（ゆ）それは字を見れば分かるわ。
（毛）具体的には入所施設や、
精神科病院に入所または入院し
ている人が、地域で生活をする
ための準備やサポートをする
サービスだよ。実は様々な理由
で、入所や入院が長くなってい
る人も多い現状があるんだ。
（鈴）でもね、よくよく考えると、
病院や施設でなくても、様々な
サービスを組み合わせれば地域
で生活ができる方もたくさんい
るんだよ。
（毛）難しいのは「じゃあ、新
しい環境に移りましょう。」と

第八歩 心機一転
【新しい生活を迎えるのに】
（毛）今年度から市役所内に引っ
越してきたけど、この場所にも
大分慣れてきましたね～。
（鈴）そうですよね。そういえば、
引っ越しと聞くとあれが浮かび
ますよね。
（ゆ）お？！新しい福祉サービ
スの紹介の予感。今回は唐突ね、
どんなサービスなのかしら？
（毛）今回は、「地域移行支援・
地域定着支援」について話をし
ようかと。
（ゆ）何かあまり聞き慣れない
名前ね。難しそうだから、簡単
に教えてもらえる？
（鈴）言葉を見ると、そのとおり、
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